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建保七年三月三日書了。西面にて昼つ方、風すこし吹に、少納言殿に読ませまいらせて、と。是は存生之時令書。存生之時、不見此草子。没後所見及也。高橋殿南向にて、老病之後 狂事歟。以養子之禅尼令書云々。文章詞躰不尋常 雖恥披露、暫不破却。（中略）是以下は、遺跡反古之中、以自筆 寄。初めも果てもなきいたづら事を、何となく書き捨てられたりけるを 見つけて、あとなる人の書きつくるなり。切れ〴
〵散〴
〵選び集めて、書き写す。











































































めて、書き写す」と 著者・建春門院中納言（健御前）の「反古」の遺されていた状態を語っているように、単なる本文の不審 誤写の多さの指摘ではないことが類推されるのである。④には「人の御覧ずべき体の物にも候はず」 「古反古ども見苦しき物に候」といっていた。定家が切れ切れの反古を「編集」し 『たまきはる』後篇をつくりあげた




















態をととのえていたにも拘わらず、定家が遺稿をまとめ、書き継いで現存本を作ったというわけである。　『たまきはる』に限ったことではないが、 「本編」 「遺文」ともに作者の手になるものでありながら、内容が重複していたり、本文が錯綜・混乱していたりするというのは、通常は伝流過程での損傷の可能性を考えるべきところであろう。しかし、 『たま はる』の実例は、それに加えて、別人の「編集」操作が、さらに錯綜・混乱 増幅・増大させることがあることを実際に教えてくれ 、興味深い例というべきも であろう。
三
　「増補・改編」の形態
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以上の別系統の本を伝える例は枚挙にいとまなく その別系統が生ずる理由や原因にあっても、集それぞれに特質あって、 必 しも一つの物さしで測ることは きない」 （森












等の証言でも明らかだろう。 『平家物語』の成立過程については長年の議論の歴史があり 紙背書簡によってひとつの方向性が見えてきたわけである。 『たまきはる』も、作者自身の奥書と定家の識語があるおかげで、その制作過程と現状との関係 判明した例であった。　
しかし、日記や物語などにおいても、末尾に「増補・改
編」 「変形」される例 すくなくないことも、それぞれの分野で周知のはずであ 。　
たとえば、 『更級日記』は、冒頭部 上総からの上京の































とにわけられ、 前篇が 「宮廷のメディア よ 言説、 打聞き































































ことはすでに論じ尽くされており 定家本系 形態ではそれが特に顕著の体裁をしていること 本稿冒頭でもふれたとおりである。古本系・陽明文庫本のかたちでも、五〇番歌までは定家本系と一致しているように ゆるやかに編年体をなしていると目される。　
しかも、古本系・陽明文庫本では、他の紫式部作品『紫





















　『紫式部集』の撰者には自・他の両説があり、おおむねの意見は自撰にかたむいているようである。 とするならば、なおさら「立ち返る」べき「作者の手にな 本文」 「復原」 が問われること なる。 かし、 たとえば 『紫式部日記』の場合はどうだろうか。萩谷の説くように、 第一部から 〔第










































 ここで参照した『紫式部集』 （一部『紫式部日記』も含む）の諸注釈・研究書は以下の諸書と略号によった。岡『基礎』＝岡一男『源氏物語 基礎的研究』 （東京堂
増訂版一九六九年八月刊）

















 廣田收 『家集の中の 「紫式部」 』 （新典社、 二〇 二年九月） 、同『 『紫式部集』歌の場と表現』 （笠間書院、二〇一二年一〇月刊）などが最新 業績。
（６）
 以下の奥書等は、 私家集大成』 、岩波新大系『 はずがたり
　
たまきはる』 、横井清『中世日本文化史論考』 （平





在を示す一史料」 （ 『文学』第四二巻第一二号、一 七四年一二月） 。のち、 注（６）前掲 中世日本文化史論考』に所収。
（８）
 三角洋一「 『たまきはる』解説」 （岩波新大系 とはずがたり
　
たまきはる』岩波書店、一九九四年三月刊、所収）











11） 森本元子「私家集とは何か」 （和歌文学論集４『王朝私家集の成立と展開』風間書房、 一九九二年一月刊、 所収） 、一二頁。
（










あらねども」を中心に」 （谷知子・田渕句美子編『平安文学をいかに読み直すか』 笠間書院、 二〇一二年一〇月刊、所収） 、八四頁。
（












17） 萩谷朴「解説／作品 ついて」 、 前掲注（４）書『全注釈』下巻、所収。五一〇～五二六頁から摘記した。
（
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